
2023年９月期 決算短信〔日本基準〕(連結)
2023年11月10日

上場会社名 コーアツ工業株式会社 上場取引所 東・福

コード番号 1743 URL https://www.koatsuind.co.jp/

代表者 (役職名) 代表取締役社長 (氏名) 出口 稔

問合せ先責任者 (役職名) 取締役管理本部長 (氏名) 種子 和人 TEL 099-229-8181

定時株主総会開催予定日 2023年12月21日 配当支払開始予定日 2023年12月22日

有価証券報告書提出予定日 2023年12月21日

決算補足説明資料作成の有無 ： 無

決算説明会開催の有無 ： 無

(百万円未満切捨て)
１．2023年９月期の連結業績（2022年10月１日～2023年９月30日）

（１）連結経営成績 (％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年９月期 9,844 △2.3 379 △56.5 397 △56.5 227 △59.5

2022年９月期 10,079 － 873 － 913 － 561 －
(注) 包括利益 2023年９月期 346百万円( △30.6％) 2022年９月期 498百万円( － )

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2023年９月期 100.11 － 2.8 3.2 3.9

2022年９月期 246.92 － 7.1 7.3 8.7
　

(参考) 持分法投資損益 2023年９月期 －百万円 2022年９月期 －百万円
(注) １．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を前連結会計年度の期首から適用しており、2022年９月

期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっているため、対前期増減率は記載しておりません。
２．当社は2022年10月１日を効力発生日として普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。これに伴い、前連結会計

年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、「１株当たり当期純利益」を算定しております。

（２）連結財政状態
総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年９月期 11,899 8,398 70.6 3,692.70

2022年９月期 12,703 8,109 63.8 3,565.55
(参考) 自己資本 2023年９月期 8,398百万円 2022年９月期 8,109百万円

　

(注) 当社は2022年10月１日を効力発生日として普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。これに伴い、前連結会計年度
の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、「１株当たり純資産」を算定しております。

（３）連結キャッシュ・フローの状況

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2023年９月期 1,362 △400 △820 677

2022年９月期 △523 △572 20 535
　

　

２．配当の状況
年間配当金 配当金総額

(合計)
配当性向
(連結)

純資産配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円銭 円銭 円銭 円銭 円銭 百万円 ％ ％

2022年９月期 － 0.00 － 75.00 75.00 56 10.1 0.7

2023年９月期 － 0.00 － 25.00 25.00 56 25.0 0.7

2024年９月期(予想) － 0.00 － 25.00 25.00 19.6
　

(注) 当社は2022年10月１日を効力発生日として普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。年間配当金の表記につきまし
ては、2022年９月期は当該株式分割前の１株当たり配当金を、2023年９月期と2024年９月期（予想）は当該株式分割後の１株当たり配
当金を記載しております。なお、株式分割を考慮しない場合の2023年９月期と2024年９月期（予想）の１株当たりの配当金は、期末配
当金75円、年間配当金75円となります。

　　



３．2024年９月期の連結業績予想（2023年10月１日～2024年９月30日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通 期 11,724 19.1 310 △18.2 316 △20.2 289 27.2 127.30

※ 注記事項
（1）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無

　

（2）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無
　

（3）発行済株式数（普通株式）
①期末発行済株式数（自己株式を含む) 2023年９月期 2,280,000株 2022年９月期 2,280,000株

②期末自己株式数 2023年９月期 5,664株 2022年９月期 5,664株

③期中平均株式数 2023年９月期 2,274,336株 2022年９月期 2,274,336株
　

(注) 当社は2022年10月１日を効力発生日として普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。これに伴い、前
事業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、「期末発行済株式数」、「期末自己株式数」及び「期中平均株式
数」を算定しております。

(参考)個別業績の概要
2023年９月期の個別業績（2022年10月１日～2023年９月30日）
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年９月期 8,923 △0.0 311 △58.2 328 △58.1 183 △61.6

2022年９月期 8,927 － 744 － 785 － 478 －

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

円銭 円銭

2023年９月期 80.89 －

2022年９月期 210.53 －
　

(注) １．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を前事業年度の期首から適用しており、2022年９月期に
係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっているため、対前期増減率は記載しておりません。

２．当社は2022年10月１日を効力発生日として普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。これに伴い、前事業年度
の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、「１株当たり当期純利益」を算定しております。

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年９月期 11,328 8,082 71.3 3,553.98

2022年９月期 12,253 7,865 64.2 3,458.23

(参考) 自己資本 2023年９月期 8,082百万円 2022年９月期 7,865百万円
　

(注) １．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を前事業年度の期首から適用しており、2022年９月期に
係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。

２．当社は2022年10月１日を効力発生日として普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。これに伴い、前事業年度
の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、「１株当たり純資産」を算定しております。

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断
する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は
様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意
事項等については、添付資料４ページ「１．経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度におけるわが国の経済は、新型コロナウイルス感染症に対する各種行動制限が緩和されたこと

により社会経済活動の正常化が進み、景気の回復が見られたものの、ウクライナ情勢の長期化に伴う半導体など

の供給不足や原材料及び資源価格の高騰による物価の上昇、世界的な金融引き締め政策による円安の進行などが

重なり、依然として先行き不透明な状況が続いております。

建設業界におきましては、公共投資は堅調に推移しており、民間設備投資についても持ち直しの傾向が見られ

るものの、慢性的な建設労働者不足による労務費の高騰や建設資材の価格高騰等も影響し、厳しい経営環境が続

いております。

このような中、当社グループ（当社及び連結子会社、以下同じ。）は当期経営基本方針として「挙社一致、働

き方改革の確実な実施を推進しつつ、継続的な受注拡大と効率化による高収益構造を目指す」を掲げ、鋭意努力

してまいりました。その結果、当連結会計年度の売上高は98億44百万円と前連結会計年度に比し2億35百万円の減

収(2.3％減)になりました。売上高の減少に加え、売上原価が増加したことにより、営業利益は３億79百万円と前

連結会計年度に比し4億93百万円の減益(56.5％減)、経常利益は３億97百万円と前連結会計年度に比し5億16百万

円の減益(56.5％減)、親会社株主に帰属する当期純利益は２億27百万円と前連結会計年度に比し3億33百万円の減

益(59.5％減)となりました。

当連結会計年度の受注高、売上高及び繰越高は、次のとおりであります。

(単位：百万円)

事業の種類別 前期繰越高 当期受注高 当期売上高 次期繰越高

建設事業 13,825 8,329 8,642 13,512

コンクリート製品事業 181 927 1,040 68

不動産事業 － 69 69 －

売電事業 － 92 92 －

合計 14,006 9,418 9,844 13,581

セグメントの業績は、次のとおりであります。

ａ．建設事業

当連結会計年度における建設事業の完成工事高は、86億42百万円と前連結会計年度に比し3億85百万円の減収

(4.3％減)となりました。売上高の減少に加え、原価率が上昇したことにより、営業利益は７億54百万円となり、

前連結会計年度に比し4億11百万円の減益(35.3％減)となりました。

ｂ．コンクリート製品事業

当連結会計年度におけるコンクリート製品事業の売上高は、10億40百万円と前連結会計年度に比し2億9百万円

の増収(25.2％増)となりました。売上高は増加したものの、原価率の上昇により、営業損失は１億12百万円とな

り、前連結会計年度に比し96百万円の減益(593.3％減)となりました。

ｃ．不動産事業

当連結会計年度における不動産事業の売上高は69百万円と前連結会計年度に比し48百万円の減収(41.2％減)と

なりました。売上高は減少したものの、原価率が低下したことにより、営業利益は51百万円となり、前連結会計

年度に比し2百万円の増益(4.8％増)となりました。

ｄ．売電事業

当連結会計年度における売電事業の売上高は92百万円と前連結会計年度に比し10百万円の減収(10.3％減)とな

りました。売上高の減少により、営業利益は40百万円となり、前連結会計年度に比し10百万円の減益(21.1％減)

となりました。
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（２）当期の財政状態の概況

当連結会計年度末における資産合計は、前連結会計年度末と比べ８億４百万円減少し、118億99百万円となりま

した。主な要因は受取手形・完成工事未収入金等が５億98百万円増加したものの、その他流動資産が15億18百万

円減少したこと等によるものであります。

当連結会計年度末における負債合計は、前連結会計年度末と比べ10億93百万円減少し、35億円となりました。

主な要因は短期借入金が６億円、契約負債が３億42百万円減少したこと等によるものであります。

当連結会計年度末における純資産合計は、前連結会計年度末と比べ２億89百万円増加し、83億98百万円となり

ました。主な要因は利益剰余金が１億70百万円、その他有価証券評価差額金が90百万円増加したこと等によるも

のであります。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、投資活動によるキャッシュ・フロー

により４億円、財務活動によるキャッシュ・フローにより８億20百万円それぞれ減少したものの、営業活動によ

るキャッシュ・フローにより13億62百万円増加したことにより、前連結会計年度末に比べ１億42百万円増加し、

当連結会計年度末には６億77百万円(前連結会計年度末は５億35百万円)となりました。

当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当連結会計年度における営業活動による資金収支は、13億62百万円の資金増加(前連結会計年度は５億23百万円

の資金減少)となりました。これは主にその他の流動資産の減少が15億40百万円あったことによるものでありま

す。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当連結会計年度における投資活動による資金収支は、４億円の資金減少(前連結会計年度は５億72百万円の資金

減少)となりました。これは主に有形固定資産の取得による支出が３億99百万円あったことによるものでありま

す。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当連結会計年度における財務活動による資金収支は、８億20百万円の資金減少(前連結会計年度は20百万円の資

金増加)となりました。これは主に短期借入金の減少が６億円あったことによるものであります。

なお、当社グループのキャッシュ・フロー指標群のトレンドは以下のとおりであります。

第61期 第62期 第63期 第64期 第65期

自己資本比率(％) 56.7 58.4 62.6 63.8 70.6

時価ベースの自己資本(％) 24.3 24.7 27.8 23.5 23.5

債務償還年数(年) 68.5 0.5 0.5 ― 0.2

インタレスト・カバレッジ・レシオ 1.8 148.3 160.3 ― 272.4

※ 自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

債務償還年数：有利子負債／営業キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い

１．各指標はいずれも連結ベースの財務数値により計算しております。

２．株式時価総額は期末時価終値×期末発行済株式総数により算出しております。

３．営業キャッシュ・フローは連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使用し

ております。有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を払っている全ての負債を対

象としております。また、利払いについては連結損益計算書の支払利息額を使用しております。

４．第64期の債務償還年数及びインタレスト・カバレッジ・レシオについては、営業キャッシュ・フローがマ

イナスのため記載しておりません。
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（４）今後の見通し

わが国の経済は、アフターコロナに向けた動きが加速し、より一層の社会経済活動の正常化が進み景気の回復

が見込まれますが、ウクライナ情勢の長期化に伴う原材料及び資源価格の高騰による物価上昇や世界的な金融引

き締め政策による景気の悪化、中東情勢の不安定化が重なり、依然として先行き不透明な状況が続くものと思わ

れます。

建設業界におきましては、公共投資は国土強靭化計画やインフラの老朽化への対応などを背景に堅調に推移し

ており、民間設備投資についても持ち直しの動きが見込まれます。その一方で、慢性的な建設労働者不足による

労務費の高騰や、建設資材価格の高騰に伴う建設コスト上昇による受注競争の激化などが懸念され、引き続き厳

しい経営環境が続くものと予測されます。

このような経営環境の中、当社グループは各種インフラの大規模更新工事や利益率の高い工事の受注に注力し、

継続的な受注拡大及び施工実績の確保を図ることで財務基盤の強化を目指すとともに、プレキャストコンクリー

トの市場拡大に対応するため、工場設備の拡充をおこない、土木・建築用プレキャスト部材の製造・販売の強化

に取り組んでまいります。また、世界的に取組みが加速しているＳＤＧｓやカーボンニュートラルへの対応とし

て、脱炭素に向けてＣＯ２削減への取組みを推進し、当社の基本理念でもある「うるおいのある環境づくり」で

社会へ貢献できる会社づくりを引き続き行ってまいります。さらに、当社グループでは次期経営基本方針を「挙

社一致、次代へ向けた労働環境整備を図り、事業の継続的発展を目指す。」と定め、すべての労働者が活躍する

ことのできる職場を目指し、技術者・技能労働者の人材育成による次世代への技術の継承、ＤＸの活用、推進に

よる生産性の向上を図り、業務及び施工の効率化により労働時間の短縮に取り組むことで、働き方改革をさらに

推進し、働きやすく魅力のある環境づくりを積極的に進めてまいります。

次連結会計年度の通期業績予想は、売上高117億24百万円、営業利益３億10百万円、経常利益３億16百万円、親

会社株主に帰属する当期純利益２億89百万円を見込んでおります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、現在、日本国内において事業を展開していることなどから、当面は、日本基準で連結財務諸表を

作成する方針であります。なお、今後につきましては、事業展開や国内外の諸情勢を考慮の上、国際会計基準（ＩＦ

ＲＳ）の適用について適切に対応していく方針であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2022年９月30日)

当連結会計年度
(2023年９月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 635,513 777,934

受取手形・完成工事未収入金等 3,069,297 3,667,517

販売用不動産 52,698 52,698

未成工事支出金 41,224 16,504

商品及び製品 207,928 140,426

仕掛品 4,843 10,500

材料貯蔵品 40,898 47,736

その他 1,614,440 95,839

貸倒引当金 △500 －

流動資産合計 5,666,345 4,809,158

固定資産

有形固定資産

建物・構築物 3,255,888 3,354,303

減価償却累計額 △2,192,554 △2,270,753

建物・構築物（純額） 1,063,334 1,083,550

機械、運搬具及び工具器具備品 4,764,382 5,007,519

減価償却累計額 △4,003,634 △4,229,191

機械、運搬具及び工具器具備品（純
額）

760,748 778,328

土地 3,507,679 3,507,210

リース資産 978,607 830,169

減価償却累計額 △519,921 △518,091

リース資産（純額） 458,686 312,078

建設仮勘定 28,388 40,990

有形固定資産合計 5,818,836 5,722,156

無形固定資産 29,515 24,340

投資その他の資産

投資有価証券 935,296 1,065,720

退職給付に係る資産 68,066 130,801

繰延税金資産 54,793 16,416

その他 497,172 497,184

貸倒引当金 △366,737 △366,737

投資その他の資産合計 1,188,591 1,343,385

固定資産合計 7,036,942 7,089,882

資産合計 12,703,288 11,899,041
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2022年９月30日)

当連結会計年度
(2023年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 2,242,543 2,258,753

短期借入金 600,000 －

リース債務 151,619 193,524

未払法人税等 64,357 26,610

契約負債 541,760 199,582

完成工事補償引当金 100 43,000

工事損失引当金 7,000 2,200

賞与引当金 222,611 128,469

役員賞与引当金 6,521 5,267

その他 362,548 372,560

流動負債合計 4,199,061 3,229,968

固定負債

リース債務 316,977 126,879

繰延税金負債 － 46,739

その他 77,988 97,002

固定負債合計 394,965 270,620

負債合計 4,594,027 3,500,589

純資産の部

株主資本

資本金 1,319,000 1,319,000

資本剰余金 1,278,500 1,278,500

利益剰余金 5,453,584 5,624,410

自己株式 △5,631 △5,631

株主資本合計 8,045,453 8,216,279

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 43,076 133,721

退職給付に係る調整累計額 20,731 48,452

その他の包括利益累計額合計 63,808 182,173

純資産合計 8,109,261 8,398,452

負債純資産合計 12,703,288 11,899,041
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2021年10月１日
　至 2022年９月30日)

当連結会計年度
(自 2022年10月１日
　至 2023年９月30日)

売上高

完成工事高 9,027,439 8,642,123

製品売上高 830,986 1,040,420

不動産売上高 118,484 69,669

売電収入 102,883 92,305

売上高合計 10,079,794 9,844,518

売上原価

完成工事原価 7,428,427 7,472,388

製品売上原価 782,642 1,067,342

不動産売上原価 69,314 18,357

売電原価 50,882 50,396

売上原価合計 8,331,266 8,608,485

売上総利益

完成工事総利益 1,599,012 1,169,734

製品売上総利益又は製品売上総損失（△） 48,343 △26,922

不動産売上総利益 49,169 51,312

売電収入総利益 52,001 41,908

売上総利益合計 1,748,527 1,236,033

販売費及び一般管理費 875,253 856,505

営業利益 873,274 379,528

営業外収益

受取利息 1,155 220

受取配当金 11,305 11,050

受取賃貸料 3,932 5,088

補助金収入 3,025 2,601

受取保険金 2,254 5,628

作業くず売却益 35,286 8,070

その他 7,321 6,270

営業外収益合計 64,281 38,929

営業外費用

支払利息 8,028 5,002

支払保証料 4,894 6,107

災害事故関係費 2,743 7,781

新型コロナウイルス感染症関連費用 7,047 2,325

その他 1,511 49

営業外費用合計 24,224 21,266

経常利益 913,330 397,191

特別利益

固定資産売却益 2,954 354

特別利益合計 2,954 354

特別損失

固定資産除却損 9,873 638

和解金 86,000 －

災害による損失 － 30,321

その他 1,483 468

特別損失合計 97,356 31,428

税金等調整前当期純利益 818,928 366,118

法人税、住民税及び事業税 228,390 105,469

法人税等調整額 28,936 32,964

法人税等合計 257,327 138,433

当期純利益 561,601 227,684

親会社株主に帰属する当期純利益 561,601 227,684
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（連結包括利益計算書）

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2021年10月１日
　至 2022年９月30日)

当連結会計年度
(自 2022年10月１日
　至 2023年９月30日)

当期純利益 561,601 227,684

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △13,063 90,644

退職給付に係る調整額 △49,625 27,720

その他の包括利益合計 △62,689 118,365

包括利益 498,912 346,049

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 498,912 346,049
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 2021年10月１日 至 2022年９月30日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,319,000 1,278,500 4,956,489 △5,631 7,548,357

会計方針の変更に

よる累積的影響額
△3,857 △3,857

会計方針の変更を

反映した当期首残高
1,319,000 1,278,500 4,952,632 △5,631 7,544,500

当期変動額

剰余金の配当 △60,648 △60,648

親会社株主に

帰属する当期純利益
561,601 561,601

株主資本以外の項目

の当期変動額（純額）

当期変動額合計 － － 500,952 － 500,952

当期末残高 1,319,000 1,278,500 5,453,584 △5,631 8,045,453

その他の包括利益累計額

純資産合計その他有価証券

評価差額金

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 56,140 70,357 126,497 7,674,855

会計方針の変更に

よる累積的影響額
△3,857

会計方針の変更を

反映した当期首残高
56,140 70,357 126,497 7,670,997

当期変動額

剰余金の配当 △60,648

親会社株主に

帰属する当期純利益
561,601

株主資本以外の項目

の当期変動額（純額）
△13,063 △49,625 △62,689 △62,689

当期変動額合計 △13,063 △49,625 △62,689 438,263

当期末残高 43,076 20,731 63,808 8,109,261
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当連結会計年度(自 2022年10月１日 至 2023年９月30日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,319,000 1,278,500 5,453,584 △5,631 8,045,453

当期変動額

剰余金の配当 △56,858 △56,858

親会社株主に

帰属する当期純利益
227,684 227,684

株主資本以外の項目

の当期変動額（純額）

当期変動額合計 － － 170,825 － 170,825

当期末残高 1,319,000 1,278,500 5,624,410 △5,631 8,216,279

その他の包括利益累計額

純資産合計その他有価証券

評価差額金

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 43,076 20,731 63,808 8,109,261

当期変動額

剰余金の配当 △56,858

親会社株主に

帰属する当期純利益
227,684

株主資本以外の項目

の当期変動額（純額）
90,644 27,720 118,365 118,365

当期変動額合計 90,644 27,720 118,365 289,191

当期末残高 133,721 48,452 182,173 8,398,452
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2021年10月１日
　至 2022年９月30日)

当連結会計年度
(自 2022年10月１日
　至 2023年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 818,928 366,118

減価償却費 499,599 489,712

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2,412 △500

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） － 42,900

工事損失引当金の増減額（△は減少） △24,900 △4,800

賞与引当金の増減額（△は減少） 7,819 △94,141

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △2,147 △1,253

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △6,978 △35,013

受取利息及び受取配当金 △12,460 △11,270

支払利息 8,028 5,002

災害による損失 － 30,321

和解金 86,000 －

有形固定資産除売却損益（△は益） 6,918 283

売上債権及び契約資産の増減額（増加は△） △874,945 △598,919

未成工事支出金の増減額（△は増加） 72,303 24,719

その他の棚卸資産の増減額（△は増加） △43,986 55,007

その他の流動資産の増減額（△は増加） △1,000,970 1,540,344

仕入債務の増減額（△は減少） 443,378 16,209

契約負債の増減額（△は減少） 140,533 △342,177

その他の流動負債の増減額（△は減少） △18,038 29,325

その他 7,497 △2,126

小計 108,993 1,509,739

利息及び配当金の受取額 12,472 11,273

利息の支払額 △8,530 △4,581

災害損失の支払額 － △1,079

和解金の支払額 △86,000 －

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △550,364 △152,666

営業活動によるキャッシュ・フロー △523,429 1,362,686

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △100,000 △100,000

定期預金の払戻による収入 100,000 100,000

有形固定資産の取得による支出 △549,825 △399,482

有形固定資産の売却による収入 2,954 354

有形固定資産の除却による支出 △8,635 △410

無形固定資産の取得による支出 △13,415 △1,000

長期貸付けによる支出 △5,000 －

長期貸付金の回収による収入 3,175 1,766

その他 △1,893 △1,346

投資活動によるキャッシュ・フロー △572,638 △400,117

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 600,000 △600,000

長期借入金の返済による支出 △348,174 －

リース債務の返済による支出 △170,717 △163,434

自己株式の取得による支出 △0 －

配当金の支払額 △60,606 △56,712

財務活動によるキャッシュ・フロー 20,501 △820,147

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,075,566 142,420

現金及び現金同等物の期首残高 1,611,079 535,513

現金及び現金同等物の期末残高 535,513 677,934
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。以下「時価算

定会計基準適用指針」という。）を当連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-２項に定

める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用するこ

とといたしました。なお、連結財務諸表に与える影響はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源の

配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は、建設事業及び建設関連事業を中心とした事業を展開しており本社に建設事業、コンクリート製品事業、不

動産事業、売電事業を管理する部署を置き、包括的な戦略を立案し、事業活動を行っております。

したがって、当社は事業部門及び子会社を基礎とした製品サービス別のセグメントから構成されており、「建設事

業」「コンクリート製品事業」「不動産事業」及び「売電事業」の４つを報告セグメントとしております。

「建設事業」は、橋梁工事、基礎工事、橋梁補修工事の施工請負等、「コンクリート製品事業」は、コンクリート

二次製品の製造販売、型枠賃貸等、「不動産事業」は不動産の販売及び賃貸、「売電事業」は太陽光発電による売電

に関する事業を行っております。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理方法は、連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項における記載

と概ね同一であります。

報告セグメントの利益又は損失は、営業損益ベースの数値であります。セグメント間の内部売上高及び振替高は市

場実勢価格に基づいています。

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自 2021年10月１日　至 2022年９月30日)

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

合計

建設事業
コンクリート
製品事業

不動産事業 売電事業 計

売上高

外部顧客への売上高 9,027,439 830,986 118,484 102,883 10,079,794 － 10,079,794

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

－ 249,154 1,071 － 250,226 △250,226 －

計 9,027,439 1,080,141 119,555 102,883 10,330,020 △250,226 10,079,794

セグメント利益
又は損失(△)

1,165,454 △16,297 48,834 51,527 1,249,518 △376,244 873,274

セグメント資産 6,368,924 2,429,329 1,043,774 416,857 10,258,886 2,444,401 12,703,288

その他の項目

減価償却費 276,347 166,111 3,959 40,222 486,641 12,958 499,599

有形固定資産
及び無形固定
資産の増加額

86,553 132,198 － － 218,751 6,825 225,577

(注) １．セグメント利益又は損失の調整額△376,244千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用が含まれて

おります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費等であります。

２．セグメント利益又は損失は、連結損益計算書の営業利益と調整しております。

３．セグメント資産調整額2,444,401千円は、各報告セグメントに配分していない全社資産が含まれております。

４．減価償却費の調整額12,958千円の主な内容は、本社管理施設等に係る減価償却費であります。

５．有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額6,825千円は、本社管理施設等に係る設備投資額でありま

す。
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当連結会計年度(自 2022年10月１日　至 2023年９月30日)

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

合計

建設事業
コンクリート
製品事業

不動産事業 売電事業 計

売上高

外部顧客への売上高 8,642,123 1,040,420 69,669 92,305 9,844,518 － 9,844,518

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

－ 253,345 831 － 254,177 △254,177 －

計 8,642,123 1,293,765 70,501 92,305 10,098,695 △254,177 9,844,518

セグメント利益
又は損失(△)

754,259 △112,992 51,164 40,666 733,097 △353,569 379,528

セグメント資産 5,478,821 2,472,615 1,038,388 401,606 9,391,431 2,507,609 11,899,041

その他の項目

減価償却費 265,755 164,649 4,280 41,362 476,047 13,664 489,712

有形固定資産
及び無形固定
資産の増加額

222,282 158,401 － － 380,684 36,395 417,079

(注) １．セグメント利益又は損失の調整額△353,569千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用が含まれて

おります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費等であります。

２．セグメント利益又は損失は、連結損益計算書の営業利益と調整しております。

３．セグメント資産調整額2,507,609千円は、各報告セグメントに配分していない全社資産が含まれております。

４．減価償却費の調整額13,664千円の主な内容は、本社管理施設等に係る減価償却費であります。

５．有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額36,395千円は、本社管理施設等に係る設備投資額でありま

す。

（１株当たり情報）

前連結会計年度
(自 2021年10月１日
至 2022年９月30日)

当連結会計年度
(自 2022年10月１日
至 2023年９月30日)

１株当たり純資産額 3,565円55銭 3,692円70銭

１株当たり当期純利益 246円92銭 100円11銭

(注) １．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．当社は、2022年10月１日を効力発生日として普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。

これに伴い、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり純資産額及び１株当

たり当期純利益を算定しております。

３．１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、次のとおりであります。

前連結会計年度
(自 2021年10月１日
至 2022年９月30日)

当連結会計年度
(自 2022年10月１日
至 2023年９月30日)

親会社株主に帰属する当期純利益(千円) 561,601 227,684

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益(千円) 561,601 227,684

普通株式の期中平均株式数(千株) 2,274 2,274

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　


